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ている点である [高野ら, 2014]。 
 大学と地域の連携に関しては、基礎的な研究から実践に基づく研究まで事例が多くあげられ
ている。これらは、大学キャンパスが所在する地元地域を対象としており、特に北海道のよう
に大学 (高等教育機関そのもの) が存在しない地域 (大学空白地域) が多い地方では、そのよう
な例はごく少数であり、都市部周辺の学校にみられるだけである。大学の知的資源は、大学が
なく、少子高齢化や過疎化といった諸課題抱える地域の活性化等により向けられるべき [栗山




















 4) 高齢者を対象とした実践的環境教育の学習効果 
 高齢者を対象とした環境教育の実践例が少ないため、今後増加する高齢者の社会参加とし
ての環境教育について学習効果を測定することで明らかにした。 







 Gritスケール全体では 1日目がM=3.06、2日目がM=2.97となり、根気尺度が 1日目がM=3.06、





























































  1. 始めたことは何であれやり遂げる 3.33 3.33
  2. 頑張りやである 3.22 3.42
  4. 私は困難にめげない 2.78 3.08
  7. 勤勉である 2.89 3.00
Ⅱ一貫性尺度 2.97 2.73
  3. 終わるまでに何か月もかかる計画にずっと興味を持ち続けるのは難しい 2.78 2.67
  5. 物事に対して夢中になっても、しばらくするとすぐに飽きてしまう 2.89 2.50
  6. いったん目標を決めてから、後になって別の目標に変えることがよくある 3.44 2.92
  8. 新しいアイディアや計画を思いつくと、以前の計画から関心がそれる 2.78 2.83
Grit スケール 3.06 2.97
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